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公衆衛生学から見た緑地の利活用
──特に産業保健を対象に──
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１．はじめに

緑（植物対象、植物のある空間）と健康効
用に関する議論が活発に行われている。物理
的・化学的な環境改善効果（熱環境の緩和、
湿度調整、環境の浄化）、心理的・精神的効
果（癒し効果・心身の疲労軽減）、園芸療法
にみるリハビリテーション効果（手指の動作、
歩行動作）など、様々な場面において、症状
の緩和、予防的な観点によって説明されてい
る。各々の研究はエビデンスを求めるべく、
臨床的な研究に加え、医用工学機器を駆使し
た高度な計測も導入され、生理的メカニズム
によって緑の効果が説明されるまでに至って
いる。

これらは関連研究者の顕著な成果の数々で
あり、同時にそうした緑の健康効用の社会応
用はこれからの大きな課題である。健康対策
に大きく貢献しているのは、「医療」である
が、予防的観点を重視するならば、医療行為
のみならず各種保健衛生活動が重要であるこ
とは既に述べた。

公衆衛生学では、予防的観点と国民全体に

及ぶ健康対策を重んじている。最先端の高度
医療による個別の医療よりも、全体として広
く行き届く健康予防対策を検討しており、1
次予防から 3 次予防の段階によって説明され
ている（Table 1）。その中に早期発見、適切
な医療を中心にした医療行為も含まれている
が、そもそも病気にならない健康増進、疾病
予防を最前衛の対策としている。個別の疾病
予防のみならず、健全な成長・発達の推進の
検討をも包括している。

こうした保健衛生活動の視点から緑素材や
緑地の役割をあらためて議論し、その社会応
用を推進したい。すなわち緑の効用を必ずし
も医療から位置づけることを目指すのみなら
ず、広く保健衛生活動の媒体として体系化す
ることが重要であり、その背景として公衆衛
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Table 1　公衆衛生学上の予防段階と内容

予防段階 内 容

１次予防 健康増進、疾病予防

２次予防 早期発見・早期対処、適切な医療

３次予防 リハビリテーション・再発防止
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生学上の保健活動の分類 11）（Table 2）に着目
することが不可欠である。前回は母子保健、
学校保健の観点から緑の効用を述べたが、本
報では産業保健を対象として議論したい。

2. 公衆衛生学上の産業保健

産業保健では、休憩・休日・休暇・疲労、
職業病対策について扱っている。労働基準法
では 1 日実働 8 時間を規定し、1 時間の連続
休憩時間を定めている。また執務環境と休憩
の質、休日と休暇のあり方、職種や職場環境
に基づく特徴的な疲労（産業疲労）、そして
固有の作業や特殊な職業のみに発生する疾病
対策（職業病対策）、事故防止対策を講ずる
べく労働安全衛生法によって定められている。

労働現場は労働者にとって非常に多くの時
間を過ごす場であり、労働環境管理対策とし
ても労働の種類や空間特性別の対応とその充
実が期待されるところである。

本報では、オフィスワーカー、工場労働者、
事業系ドライバーという観点から、産業保健
と緑の活用について議論する（Table 3）。

3. オフィスワーカーに対する緑の効用

就労環境、とりわけオフィスは高密度に人
が利用しており、パーソナルスペースが確保
されにくいという点でもストレスがある。加
えて高度な精神活動を伴う OA 作業は疲労
を蓄積させやすい。そうした背景からオフィ
スの雰囲気の改善を目的としてファニチャー
のデザインを改善したり観葉植物が配置され
るケースがある。

オフィス等の室内に配置された緑の効用に
関する研究成果も蓄積されつつあり、緑の知
覚効用については既に議論した 5）。今西ら 7）、
Larsen, L ら 10）、Smith ら 17）によってオフィ
ス等の執務空間に植物を持ち込むことによっ
て快適性や雰囲気が向上することが質問紙法
などによって明らかにされ、疲労や不安を訴
える頻度が低下するとしている。Andrea 1）

Table 2　公衆衛生学上の保健衛生の分類

分 類 内 容

母子保健 健康診査、保健指導、療養援護、
医療対策など

学校保健
教育に適した学校環境、保健・
体育設備、身体検査、予防接種、
衛生教育の推進など

成人保健
生活習慣病対策（肥満予防、食
生活の改善、運動の継続や休息）
に関する施策など

老人保健
健康手帳の公布、健康教育、健
康相談、健康診査、医療等、機
能訓練、訪問指導など

産業保健
労働の環境、労働時間・休憩・
休日・休暇・疲労、職業病対策
など

精神保健 精神面の健康の維持・増進、そ
して予防と治療など

環境衛生 水質・土壌・大気環境の保全、
建築環境の保全など

スポーツ衛
生

競技選手のスポーツ傷害対策な
ど

災害時の衛
生

災害時の傷病対策、メンタルヘ
ルス対応など

※スポーツ衛生と災害時の衛生は公衆衛生学で
論じられることは一般的でないが、本論では
位置づけておきたい。

Table 3  産業保健分野の緑の活用
分野 効 果 緑の導入例

オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
カ
ー

視覚疲労の予防・
回復

観葉植物（視対象、
ペットプランツ）、
室内庭園

精神疲労の予防・
回復
ヒューマンエラー
の防止
湿度調整（冬季乾
燥時の感冒予防）

工
場
労
働
者

疲労予防・回復 工場内の緑化

熱中症予防 折板屋根薄層緑化

騒音感の緩和 工場内の緑化

事
業
系

ド
ラ
イ
バ
ー

運転疲労（眠気）
の予防・回復

◦物流拠点施設の
休息空間の緑
◦SA・PA の室内
緑化、屋外の緑地
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は、インテリアプランツの有無、窓からの緑
地景観の有無の影響について考察するため、
米国テキサス州と中西部でオフィス労働者に
仕事への満足感を調査した。その結果、イン
テリアプランツの存在と窓からの緑地景観の
あるオフィスで働いている労働者は全体的に
仕事についてより快適と感じていること、ま
たインテリプランツや窓からの緑地景観のあ
るオフィスで働いている労働者は生活全般へ
の評価が高いことが明らかとなっている。

一方、松本ら 12）は観葉植物が在室者の生
理・心理反応および知的生産性に与える影響
に関する実験を行い、観葉植物の鉢数が多い
方が作業時と休憩時の心拍数の差がなくリラ
ックス効果を示したこと、唾液アミラーゼを
指標とするストレス度が小さく、加算テスト
の正答率ならびに正答スピード、タイピング
テストの正答スピードは向上していることを
明らかにしている。これらはヒューマンエラ
ーの軽減の有効性を示すものである。

視覚疲労と緑による疲労軽減効果に関する
研究についてはよく知られている。OA 機器
の普及とともに視覚表示末端（VDT：visual 
display terminal）の注視に伴うストレスや
疲労が問題となっていた。VDT オペレータ
は、座面の高さや背もたれの角度を調節でき
る椅子を使ったり、個別照明をもっていたり、
優れたワークステーションを与えられている
ことが多いにもかかわらず、作業負担は他の
職種よりも大きいことが示唆されている。1
日中 VDT を操作する人々は、作業密度が高
水準である上に、作業が単調な繰り返しであ
ることに不満が強い。他の職種に比較して、
仕事の満足度が明らかに低く、肩や腰の筋肉
が痛いとか眼がおかしいといったような健康
不安が多い 14）。VDT 作業と最も直結して騒
がれている目の疲労感、あるいは眼精疲労に
表現される視覚機能のストレスの誘発要因を
特記すると、①表示文字の明るさの度合い、
②視野内の明るさと周辺の明るさとの対比、
③画面のぎらつき、ちらつき、歪み、④画面
の反射、⑤文字の読み取りやすさ、⑥表示文

字と背景との色の対比、⑦画面までの視距離
などとされている 13、15）。なお、疲労に影響
する視環境の主な物理的な要因は、明るさ

（照度）と作業者の目に入る光源の輝きと光
の反射（輝度）である。オフィスにおける輝
度は JISN により基準が定められているが、
特に VDT 作業においては特別な配慮が必要
である。江戸時代には行燈のほのかな明かり
で夜なべした疲れ目を鉢植えのオモトを眺め
ることで癒したという話もあるくらい植物の
緑は眼精疲労には効果があるようだ。そうし
た効果も科学的な検証が行われ、近藤ら 8）、
浅海ら 4）によれば、VDT 作業による視覚疲
労状態において、視対象として設置した緑が
回復速度を高めることが明らかとなっており、
視覚疲労の軽減を目的とした緑化の積極的導
入が期待される。

一方、湿度条件と不快感に関する問題も多
い。関東地方においては冬季乾燥条件となり、
近年連続した乾燥注意報の記録日数も更新し
ているため、乾燥に伴う体調不良の訴えも多
い。冬季、低温時の低湿度は、呼吸器の苦痛
をもたらすだけでなく呼吸器を介して疾患に
及ぶ危険性があるため加湿暖房が必要となる。
室内緑化による温熱湿度環境に及ぼす影響に
関する数々の研究が行われている。室内の光、
温度と葉からの蒸散との関連について多くの
モデル実験によって議論され効果が示されて
いる 2、3）。とりわけ冬季の低温乾燥に対する
加湿効果は、植物の蒸散と鉢土からの蒸発に
よってもたらされるが、室内の規模に応じて
ボリュームのある緑量（鉢数）を確保するこ
とが重要である。

4. 工場労働者に対する緑の効用

工場環境は就労者にとって劣悪な場合が多
い。温熱環境、騒音などの物理的な環境とと
もに、単調な作業の繰り返しによって心的飽
和による集中力の低下や無味乾燥な施設内に
長時間いることによる疲労感も蓄積しやすい。

こうした工場労働者への影響についても一
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次的には休息時間の確保や作業環境の改善と
して対策されるが、緑を活用した取り組みの
有効性も散見される。まず知覚環境の改善の
観点から緑の導入可能性がある。観葉植物の
鉢植えが配置されることは、工場の無味乾燥
なイメージや緊張感を和らげてくれる。これ
は先のオフィスの緑の効果と同様である。作
業による視覚疲労の軽減にもなり、休息環境
として緑を知覚することは休息の質を高める
ことになる。

また工場内はある種の騒音を伴うところも
少なくない。同様の騒音レベルであっても緑
地景観の存在によって心理的騒音感が軽減さ
れることが報告されている 9、16、21）。こういっ
た聴覚を介した騒音感が視対象としての緑の
存在で緩和されるという点は大変重要な知覚
のメカニズムであり、工場空間のデザインに
も応用可能性がある。さらに工場内は一般に
厳しい温熱環境であり、折板屋根の建築物で
は天井からの輻射熱の影響が懸念される。夏
季日中の折板表面は 80℃にも達する。こう
した折板屋根上に緑化を行うことによって、
工場内の気温緩和だけでなく天井からの輻射
熱の軽減を図ることは労働者の熱中症対策に
もなる。

5. 事業系ドライバーに対する緑の効用

この 10 年全国の交通事故発生件数、同死
者数ともに漸減している。一方、この数年高
速道路の死亡事故件数は増加している。2016
年にも深刻な高速夜行バスの死傷事故が発生
しているが、2012 年に発生した関越自動車
道における夜行高速バスの事故では、乗客
45 名、ドライバー 1 名、死亡 7 名を出す惨
事となり、運転手の居眠りが原因であった。

物流系を含め、事業系ドライバーの事故は
増加しつつあり、その背景には過重労働、休
息の不足、バイオリズムの攪乱などが要因と
なっていると考えられる。疲労度合や時刻に
よっては運転中にも関わらず浅い睡眠時の脳
波レベルになっていたり、瞬眠現象が発生し

ていることが明らかになっている。
根本的な解決策は就労システムの改善以外

にないが、休息のあり方には改善の余地があ
りそうだ。質の悪い休息では時間をかけても
なかなか疲労は解消されない。すなわち産業
保健として休息は時間として規定されている
のであるが、今後は休息の質に言及すること
も重要な視点である。

そうした観点から緑地利用を評価した研究
が紹介されている。緑の少ない駐車場と木立
に囲まれた緑地とでは、後者で休憩する場合
でα波が多く発生していること 18､19）、人工
物による日陰と植物による緑陰では、後者の
方が感情尺度にポジティブな変化が、脳活動
はゆったりとした状態に、収縮期血圧の低下
などの癒し効果が認められること 20）が各々
明らかにされており、運転疲労については、
人工環境ではなく緑地環境の方が疲労軽減効
果が高いことが示されている。

また事業系ドライバーは、本来我々が睡眠
をとるべきバイオリズムにある夜間の運転も
頻繁に行われている。夜間の休息の質を高め
るべく、サービスエリアや物流拠点の室内緑
化の計画的配置も今後検討の余地がある。

6. おわりに

以上、産業分野を中心に人の健康と緑の素
材、緑地の効用について議論した。オフィス
ワーカー、工場労働者、事業系ドライバーと
いう異なる分野ではあるが、労働者は長時間
同一の環境におかれるケースが多く、物理的
化学的な環境の暴露、あるいは集中力を要す
る作業から生じる視覚疲労や精神的な疲労な
ど、慢性的な症状を伴いやすい。こうした症
状が深刻化したり、事故に及ぶことを予防す
るためにも休息時間のみならず労働環境の改
善が求められることになる。こうしたニーズ
に少なからず緑の効用が認められつつある。
様々な業種とともにその空間も多様であるが、
予防的な観点から視対象としての緑、空間と
しての緑地に至るまで体系的な配置計画が期
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待されるところである。
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